129　指定文化財
令和4年12月31日現在

	種別
	名称
	所在地
	指定年月日
	摘　　　　　　要

	国指定文化財
	史跡
	朝日貝塚
	朝日丘5-25（誓度寺）
	大正
11. 3. 8
	日本海側で数少ない貝塚遺跡の一つ。
日本で初めて縄文時代の住居跡が発掘調査で確認された。バスケット型土器等、豊富な遺物でも有名である。

	
	史跡
	大境洞窟住居跡
	大境字駒首外
	大正
11. 3. 8
	日本で初めての洞窟遺跡の発掘調査例で、大きな注目を集めた。縄文中期から中世に至る6つの層が確認された。

	
	天然記念物
	十二町潟オニバス発生地
	十二町中開 4322-1
	大正
12. 3. 7
	葉の直径が最大で２ｍにも及ぶオニバスの自生地として学術上貴重である。

	
	天然記念物
	上日寺のイチョウ
	朝日本町

16-8(上日寺)
	大正
15.10.20
	幹周約１２ｍ、樹高約２４ｍにも及ぶイチョウの巨樹。雌株では、全国一。

	
	天然記念物
	飯久保の瓢箪石
	飯久保字上野外
	昭和
16. 1.27
	新第３紀層に含まれる石灰質砂岩が、炭酸石灰により局部的に沈澱・固結してひょうたん形になったもの。

	
	天然記念物
	イタセンパラ
	[地域を定めず]

氷見市では万尾川水系及び仏生寺川水系
	昭和
49. 6.25
	日本固有の体長7～8cmの淡水魚(コイ科タナゴ亜科)

平成元年に万尾川で再発見、平成１０年に仏生寺川でも確認された。絶滅の危機に瀕しており、国内希少野生動植物種(環境省)にも指定されている。

	
	史　　　跡


	柳田布尾山古

墳
	柳田字布尾山
	平成

13. 1.29
	富山湾を望むように築造された日本海側では最大の前方後方墳で、全長１０７．５ｍの規模は全国でも十指に入る。日本海の海上交通を抑えるほどの勢力を誇った首長の墓であると考えられ、北陸地方の古墳時代の政治・社会を知るうえで重要である。

	
	無形民俗文化財
	論田・熊無の藤箕製作技術
	論田・熊無地区
	平成

25. 3.12
	フジとヤダケをござ目編みの箕を作る技術であり、北陸を代表する産地における技術でもある。

	国登録文化財
	建造物
	旧藺製品倉庫
	朝日本町907番地7
	令和
３.10.14
	大正後期に旧氷見銀行の米倉庫として建設された。水運を活用してきた湊川沿岸の歴史的風景を今に残している。後に、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),藺)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せいひん),製品)の倉庫としても活用され、藺製品が氷見の特産であった歴史を今に伝える建物でもある。

	
	建造物
	旧藺製品作業場
	朝日本町907番地7
	令和
３.10.14
	昭和32年に旧藺製品倉庫横に藺製品やその材料の倉庫兼生産拠点として建設された。藺製品が氷見の特産であった歴史を今に伝える建物である。


指定文化財（つづき）

	種別
	名称
	所在地
	指定年月日
	摘　　　　　　要

	国登録文化財
	建造物
	みなとがわ倉庫
	朝日本町907番地
	令和
３.10.14
	大正後期に旧氷見銀行の米倉庫として建設された。水運を活用してきた湊川沿岸の歴史的風景を今に残している。

	
	有形民俗文化財
	氷見及び周辺地域の漁撈用具
	氷見市本町4-9（市立博物館）

氷見市中田645（氷見市文化財センター）
	平成

27. 3. 2
	博物館が所蔵する漁撈用具計2,853点。定置網漁用具をはじめ、魚の加工用具や和船、船大工の道具など氷見市と周辺地域の漁業と、その関連産業の歴史を物語る資料群である。

	県指定文化財
	史跡
	阿尾城跡
	阿尾字島尾 502
	昭和
40. 1. 1
	海に面した断崖上に位置する戦国時代の城跡で、八代氏や菊池氏が城主であったとされる。能越の交通の要所に位置する。

	
	天然記念物
	朝日社叢
	小境字前田 1(朝日神社)
	昭和
40. 1. 1
	スダジイなど北陸地方の暖帯性植物群落として、貴重な自然林。

	
	天然記念物
	長坂の大いぬくす
	長坂字前田 598
	昭和
40. 1. 1
	幹周6.9ｍ、樹高9.3ｍの巨樹。イヌグスは「タブノキ」のことで、また万葉集に詠まれた「 eq \o(\s\up 9(つ),都)

 eq \o(\s\up 9(ま),万)

 eq \o(\s\up 9(ま),麻)」もこの樹種でないかといわれる。

	
	天然記念物
	老谷の大つばき
	老谷1249
	昭和
40. 1. 1
	幹周3.9ｍ、樹高7.5ｍの日本屈指のヤブツバキ。樹勢さかんで、異様な枝ぶりから「eq \o(\s\up 9(さしまた),刺股)のツバキ」ともいわれる。

	
	名勝
天然記念物
	虻が島とその周辺
	姿字浜898
	昭和
40. 1. 1
	南北両系の植物が混生し、新種のウミウシも発見されるなど、学術上貴重な生物の宝庫。立山連峰を背景に富山湾に浮ぶ様は絶景。

	
	名勝
	光久寺の茶庭
	飯久保2807（光久寺）
	昭和
40. 1. 1
	傾斜地を巧みに利用した庭園で、加賀藩御用造園師駒造の作という。「 eq \o(\s\up 9(ふ),俯)

 eq \o(\s\up 9(きょう),仰)

 eq \o(\s\up 7(えん),園)」とも称される。

	
	天然記念物
	駒つなぎ桜
	粟原字湊1000
	昭和
40.10. 1
	幹周4.7ｍ、樹高13.1ｍのヒガンザクラ。万葉時代、大伴家持が馬をつないだという伝えからこの名がある

	
	天然記念物
	唐　島
	中央町203
	昭和
42. 3.25
	石灰質砂岩からなり、島のあちこちには波の浸食のため、無数のポットホール（凹穴）がみられる。漁民の信仰と伝説の島である。

	
	工芸品
	太刀　銘　宇多国光
	大野
(個人蔵)
	昭和
42. 3.25
	越中宇多派の刀工の祖の作として貴重である。

	
	彫刻
	木造千手観世音菩薩立像
	幸町 13-4（千手寺）
	昭和
45.12.19
	像高86㎝。ヒノキ材一木造。顔容は秀麗で穏やか、裳のひだは細かく彫りは深い。藤原期の様式をしのばせるが鎌倉時代の作といわれる。

	県指定文化財
	建造物
	道神社拝殿附棟札2枚
	中田 1499（道神社）
	平成
５. 8.18
	大窪大工の手になる eq \o(\s\up 10(ほうぎょう),方形)造、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こけら),柿)葺きで総 eq \o(\s\up 9(けやき),欅)造り。かつての石動山天平寺の開山堂を拝殿として移築したもの。


指定文化財（つづき）
	種別
	名称
	所在地
	指定年月日
	摘　　　　　　要

	市指定文化財
	絵　　　画
	絹本著色前田利家画像
	丸の内1-35（光禅寺）
	昭和

43. 4. 1
	加賀藩三代前田利常が寄進したと伝える絹本彩色の藩祖利家肖像画

	
	民俗文化財
	上日寺の梵鐘
	朝日本町16-8

（上日寺）
	昭和

43. 4. 1
	貞享５年（1688）、金沢の鋳工藤原朝臣平井但馬守家長の作。ごんごん祭の由来を伝える。

	
	史跡
	髪　塚
	小境862
	昭和
43. 4. 1
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むね),宗)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よし),良)親王が大栄寺において剃髪し、その髪を埋めたと伝える塚。高さ約190cmの大型の板碑。貞和3年(1347)の銘がある。

	
	天然記念物
	五柱社の大杉
	余川6-255

（五柱社）
	昭和
43. 4. 1
	幹周7.3m、樹高38.0mの直木の天然杉。

神木として篤く崇敬されている。

	
	名勝
	臼が峰
	床鍋1外
	昭和
44. 6. 1
	県境をなす宝達丘陵にある景勝地。かつて御上使往来（官道）の要所であった。親鸞伝説、合戦の舞台など歴史と信仰の山。

	
	考古資料
	朝日長山古墳出土品
	本町 4-9(市立博物館)
	昭和
44. 6. 1
	 eq \o\ad(\s\up 8(すえき),須恵器)･ eq \o\ad(\s\up 8(はじき),土師器)･武具･馬具・円筒埴輪など、６世紀前半の北陸の古墳では一級の資料。

	
	天然記念物
	礒部神社社叢
	磯辺字中坪1045（礒部神社）
	昭和
47. 4.15
	暖地性常緑の喬木であるウラジロガシ､ユズリハ､シイを主木とする自然林。

	
	史　　　跡
	森寺城跡
	森寺字城山2479外
	昭和
48. 1.30
	戦国期に築かれた市内最大の城跡。土塁・石垣・堀切・井戸跡が残る。別名「湯山城」。

	
	史　　　跡
	加納横穴群
	加納字蛭子 9-1外
	昭和
48. 3.10
	 eq \o(\s\up 9(えびすやま),蛭子山)の斜面に築造された古墳時代後期(6～7世紀)の県内最大の横穴墓群。88基が確認されている。

	
	絵　　　画
	絹本著色二河白道図
	朝日本町 4-13 （光照寺）
	昭和
50. 7.10
	「二河白道図」は、善導大師の諭された説話を絵解した仏画。これは、室町時代末期の制作といわれる。

	
	天然記念物
	余川古寺の桜
	余川字田地 7326
	昭和
50. 7.10
	「 eq \o(\s\up 9(こ),古)

 eq \o(\s\up 9(じ),寺)の eq \o(\s\up 9(や),谷)

 eq \o(\s\up 9(ち),地)」に根づいた幹周4.7ｍ、樹高18.0ｍのヒガンザクラの老大樹。

	
	絵　　　画
	紙本著色上日寺伽藍絵図
	朝日本町 16-8（上日寺）
	昭和
51. 6. 1
	往古の上日寺の様子を伝える県内最古に属する伽藍絵図。室町時代のものと推定される。

	
	彫　　　刻
	木造壺庵禅師坐像
	久目 1455（紹光寺）
	昭和
53. 1. 1
	ヒノキ材、玉眼、寄木造。像高80.0㎝。厳しい表情、曲ろくに腰かけた姿に禅僧らしさが表れている。

	
	彫　　　刻
	木造聖観音菩薩坐像
	余川 5909（興聖寺）
	昭和
53.10. 1
	カヤ材、寄木造。像高54.9㎝。優しさと気品に満ちながらも写実的で、鎌倉時代の作風を伝える｡伝快慶作。

	
	古文書
	大窪神明講文書
	本町 4-9（市立博物館）
	昭和
53.10. 1
	大窪大工が、加賀２代藩主前田利長から居屋敷地を拝領した｢御判紙｣｡これを飾って営む祭が神明講である。


指定文化財（つづき）

	種別
	名称
	所在地
	指定年月日
	摘　　　　　　要

	市指定文化財
	工芸品
	蓮乗寺の梵鐘
	朝日本町 4-23（蓮乗寺）
	昭和
54.12. 1
	江戸初期の作。富山市金屋の河辺家政の数少ない遺品の一つ。市内最古の梵鐘。

寛永１６年(1639)９月に製作。

	
	名勝
	藤波神社社巌
	下田子（藤波神社）
	昭和
54.12. 1
	万葉集に詠まれた大伴家持ゆかりの地。謡曲「藤」のモチーフになった地ともいわれる。

	
	古文書
	西念寺寺領寄進状
	森寺1960（西念寺）
	昭和
55.10.25
	吉滝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かもんのすけ),掃部介)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さだたか),定孝)が、西念寺にあてた道場屋敷(寺の屋敷)地の寄進状。大永５年(1525)の銘がある。氷見に現存する最古の寺屋敷寄進状。

	
	古文書
	西念寺制札
	赤毛 1010（西念寺）
	昭和
55.10.25
	天文15年(1546) eq \o(\s\up 9(しんくろうどもとつな),新蔵人職綱)が、赤毛西念寺に与えた制札。国人と真宗教団の結びつきが伺える。

	
	工芸品
	白川八幡社の鰐口
	白川（八幡社）
	昭和
55.10.25
	｢明暦３年(1657)｣や「eq \o(\s\up 10(あぬのしょう),阿奴庄)」の銘が入った青銅製の eq \o(\s\up 10(わにぐち),鰐口)。直径31cm。

	
	名勝
	布勢の円山
	布施1826
	昭和
55.10.25
	万葉ゆかりの景勝の地。社地には、大伴家持を祀る御影社がある。万葉の碑が３基建っている。

	
	古文書
	光久寺古文書（三点）
	飯久保2807（光久寺）
	昭和
57. 8.27
	永禄４年(1561)狩野氏(飯久保城主)からの｢寺領寄進状｣及び｢租税免状｣と、年紀･発信人が不明である「居屋敷安堵状」が残されている。

	
	彫刻
	中尾白山神社木造大日如来像
	泉3053（白山神社）
	昭和
60. 3. 1
	像高 125㎝の巨像。ケヤキ材。一木造の半身像で11世紀前半頃の作とみられる｡往時､この付近に密教系の寺院があったと伝える。

	
	史跡
	竹里山の岩屋堂
	泉字中尾山 29
	昭和
60. 3. 1
	竹里山（中尾）に所在する岩屋。正面奥に不動明王が祀られており、中央には護摩壇が設けられている。室町時代に開削され、仏道修行の僧が参籠したと考えられる。

	
	工芸品
	坪池の宝篋印塔
	坪池字酉越25,54
	昭和
60. 3. 1
	宝珠が欠けるが､推定高約136㎝、塔身の正面に如来像が浮彫りにされている中世の供養塔。｢しゃんどん｣と呼ばれる小高い丘に建つ｡

	
	天然記念物
	上田子諏訪の大杉
	上田子字前田 724
	昭和
60. 3. 1
	幹周5.7ｍ、樹高約33ｍのﾀﾃﾔﾏｽｷﾞ。根元より１ｍの高さから四方に大きな枝が10数本伸び、神々しい樹相をなす。

	
	工芸品
	長坂神社の獅子頭
	長坂 539（長坂神社）
	昭和
60. 3. 1
	室町時代の作と考えられる箱獅子(竜頭獅子)｡長さ58.5cm､幅43.5cm､高さ18.5cm､重さ7.8kgと県下一大きい｡


指定文化財（つづき）

	種別
	名称
	所在地
	指定年月日
	摘　　　　　　要

	市指定文化財
	工芸品
	五柱社の鉄製湯立釜
	本町 4-9（市立博物館）
	昭和
63. 3.30
	「五社宮、下余川村、寛政元年(1789)酉三月」の銘がある。｢湯立の神事｣に用いられた。直径30cm､深さ15cm。

	
	天然記念物
	今蔵神社のスダジイ林
	脇方 464（今蔵神社）
	昭和
63. 3.30
	スダジイ純林としての典型的な相をなし、照葉樹林北限域として学術上貴重。

	
	彫刻
	梵字（大日如来）板石塔婆
	角間（加久麻神社）
	平成
元. 3.30
	高さ約150cm、幅約60cmの古風な造作で、鎌倉期のものと推定される。円相に種子「バン」を刻む、石動山信仰とゆかりのある板碑。

	
	工芸品


	金銅虚空蔵菩薩懸仏
	角間（加久麻神社
	平成
元. 3.30
	総高14.3cm、像高11.2cm、背部の円盤が欠ける。神仏習合の鎌倉時代の作と推定される。石動山信仰と深い関わりをもつ。

	
	考古資料
	伝小窪廃寺塔心礎石
	小久米（小久米神社）
	平成
元. 3.30
	小窪地区にあった古代寺院の塔心礎石。直径160cm､高さ63cmの砂岩製。

	
	民俗文化財


	聖徳太子信仰関係資料
	飯久保 2807（光久寺）
	平成
元. 3.30
	当地の太子信仰研究上重要な意味をもつ資料である。正法輪蔵、略絵伝なども保存されている。

	
	民俗文化財
	立山権現と関係資料
	論田
	平成
元. 3.30
	岩峅寺の明星坊から譲渡された立山権現像(「矢疵の阿弥陀如来」)とその関係資料(譲渡証、縁起外)。

	
	絵画
	絹本著色騎

獅文殊菩薩

画像
	朝日本町 16-8（上日寺）
	平成
２. 3.27
	半跏の姿で獅子に乗り、右手に利剣を、左手に蓮華を持つ稚児文殊菩薩像。県内を代表する鎌倉期の文殊菩薩画。

	
	彫刻
	木造日蓮上人坐像
	朝日本町 4-23（蓮乗寺）
	平成
２. 3.27
	像高22.5cm。正装した日蓮が左手に経巻を持ち、右手に笏を持つ説法像。永正5年(1508)の銘がある。

	
	彫刻
	木造地蔵菩薩立像
	丸の内 1-35（光禅寺）
	平成
２. 3.27
	像高54.5cm。ヒノキ材、彫眼、一木造りで藤原期の作と考えられる仏像。光禅寺御位牌堂の本尊として祀られている。

	
	工芸品
	金銅宝冠阿弥陀如来坐像
	中尾

(個人蔵)
	平成
２. 3.27
	像高7.3cmの小仏。宝冠を戴く阿弥陀如来は密教特有であり、中尾にあったと伝える古代寺院ゆかりのものと推定される。 藤原期の北陸でも第一級の逸品である。

	
	彫刻
	木造延命地蔵菩薩坐像（餅喰地蔵）
	朝日本町 16-8（上日寺）
	平成
３. 3.28
	ヒノキ材、一木造の彫眼・彩色の像。姿形もよく、すぐれた南北朝時代の作である。総高71.0㎝。

	
	民俗文化財
	馬十の句碑
	朝日本町 16-8（上日寺）
	平成
３. 3.28
	 eq \o(\s\up 9(ばじゅう),馬十)（日名田屋伊兵衛〔1722～1804〕）作の「名月やいそのくろ鳥 eq \o(\s\up 9(なお),猶)く eq \o(\s\up 10(ろ),路)し」と彫られた市内句碑の代表的なもの。


指定文化財（つづき）

	種別
	名称
	所在地
	指定年月日
	摘　　　　　　要

	市指定文化財
	民俗文化財
	長沢筑前寄進の石仏群
	朝日本町 16-8（上日寺）
	平成
４. 7. 1
	元亀３年(1572)の石仏24躰と元治２年(1865)の後補仏６躰。寄進した長沢筑前は戦国時代の一時期森寺城主であったと伝承される人物。

	
	天然記念物
	上久津呂のﾂﾊﾞｷ･ｷｸｻﾞｸﾗ
	上久津呂字古宮1621
	平成
６. 6. 1
	共生木として珍しく、両木とも美しい花を咲かせる。 

	
	彫刻
	木造阿弥陀如来立像
	中央町2-42

（円照寺）
	平成
８. 2. 1
	ヒノキ材、一木造、彫眼の仏像で体奥の浅い均衡のとれた体躯は平安後期の特色がうかがわれる。

	
	彫刻
	木造十一面観音菩薩立像
	小境3（大栄寺）
	平成
８. 2.1
	ヒノキ材寄木造、彫眼。檀像様の仏像で衣文の彫りが深く、鎌倉時代の作である。

像高51.5cm。

	
	彫刻
	木造円空仏
	上泉 57（安養寺）
	平成
８. 2. 1
	ヒノキ材、一木造、彫眼、 eq \o(\s\up 9(しらき),素木)古色、円空作と考えられている如来形の立像。山岡鉄舟の念持仏であった。　　　像高 22.5㎝。

	
	天然記念物
	矢崎の大フジ
	十二町字竹尻3314
	平成
10. 2.27
	幹周2.3ｍで 、樹齢500年と推定される市内で一番大きいフジ。この付近は万葉時代の｢布勢水海｣の湖畔であり、万葉集に詠われるフジを想起させる。

	
	古　文　書
	蓮如筆御文章
	朝日本町4-13

（光照寺）
	平成

12. 3.22
	御文章は光照寺７代住職の慶乗が蓮如から直接授与されたものとされ、その後の真宗流布の過程を示す資料として注目される。

	
	史　　　跡
	有磯塚
	幸町24-49

（常願寺）
	平成

12. 3.22
	松尾芭蕉が惹かれた氷見の地を募って門人が数多く訪れ、氷見の俳人達との交流が図られたことから、氷見の俳壇は隆盛を迎え、芭蕉への追慕の念から
建立されたものである。

	
	天然記念物
	蒲田の大ツバキ
	蒲田字宮谷内

918
	平成

18. 4. 1


	三幹ある幹のうち、最も太いものの幹周約2.2ｍ、樹高約11ｍの自然の形がよく保たれたヤブツバキ。

	
	歴史資料
	応響雑記
	本町 4-9（市立博物館）
	平成

30．4．4
	近世氷見町の町役人を勤めた9代田中屋権右衛門（1804～1859）の手による文政10年（1827）5月から安政6年（1859）10月までの33年間に及ぶ日記。

	
	絵　　　画
	絹本著色宝塔絵曼荼羅図
	朝日本町 4-23（蓮乗寺）
	令和

２．6．25
	長谷川道浄（宗清）、長谷川信春（等伯）の合作で、永禄年間（1558～1570）初め頃に描かれたもの。日蓮宗古刹に伝わる室町時代にさかのぼる絵画として極めて史料価値が高い。


資料　博物館
